
■ 箱崎キャンパス跡地利用上の課題への対応状況について ／ ①建築物の保存及び取壊しの状況

◆ 建物の保存及び取壊しの作業フローと役割分担イメージ◆ 建築物の現状
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◆ 建築物の保存・取壊しにかかるスケジュール

・箱崎キャンパスには、平成２５年９月現在で、２１０棟、延床
面積 計２７６，８０２㎡の建物が存在している。

・そのうち、主に大正末期から昭和初期に建築された建築物２２棟
については、「近代建築物」として、歴史的、建築学的、文化的
な観点から、有識者の客観的な評価による順位付けを実施。

・さらに、評価対象の２２棟については、平成２５年１２月に開催
された第２回箱崎キャンパス跡地利用協議会において、

（Ａ）九州大学を象徴する極めて評価の高い近代建築物

（Ｂ）比較的評価の高い近代建築物

（Ｃ）安全性に問題有りと認められる近代建築物

の３グループへの分類を実施している。

・建築物の取壊しについては、平成２５年度中に、小松門入口の
景観改善のため、小松門周辺の３棟の建物の取壊しを実施。

・平成２６年度以降は、工学部２号館等の閉鎖建物より、順次、
建物の取壊しを実施予定。
また、近代建築物にかかる検討も本格化させる予定。

◆ 箱崎キャンパス 建物配置図
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H26/1

小松門周辺の
建物解体開始

H26/7(予)

工学部2号館等の
建物解体開始

H24/4

近代建築物
評価WG設置

H24/12

近代建築物
評価報告

H25/4

赤煉瓦耐震
調査開始

H26/2

記録保存に向けた
本格検討開始

← 九大 →

箱崎キャンパス内の近代建築物一覧

No. 建築物名称 No. 建築物名称

1 工学部本館 16 旧応力研生産研本館（閉鎖）

2 本部第一庁舎 17 応用物質化学機能教室（閉鎖）

3 正門門衛所・正門 18 旧文学部心理学教室

4 本部第三庁舎 19 原子核実験室

5 船舶海洋工学実験室（閉鎖） 20 道路工学実験室（閉鎖）

6 創立五十周年記念講堂 21 超伝導ｼｽﾃﾑ科学研究ｾﾝﾀｰ

7 熱帯農学研究センター 22 工学部高温度化学実験室（閉鎖）

8 航空工学教室（閉鎖）

9 建築学教室

10 農学部６号館

11 砂防工学実験室

12 記録資料館

13 留学生センター分室

14 農学部実験室

15 保存図書館

No.20

No.22

閉鎖建物（H26年度以降取壊し）小松門周辺建物（取壊し中）

No.18

※原則、九大が実施。
状況に応じて事業者が実施

資料３

小松門

正門



■ 箱崎キャンパス跡地利用上の課題への対応状況について ／ ②埋蔵文化財の状況

・箱崎キャンパス跡地は、①元寇防塁、②箱崎遺跡という２種類の周知の埋蔵
文化財包蔵地に指定されている。
また、文系キャンパスを含む包蔵地外の地区も、都市計画法等により、
1,000㎡以上の敷地の再開発においては福岡市教育委員会へ届け出が必要で、
跡地全体について埋蔵文化財調査が必要。

（なお、文化財保護法第96条等により、試掘調査の結果や包蔵地で有る無しに
関わらず、土地所有者は埋蔵文化財を発見した場合は、原則届け出が必要）

・今後の跡地利用に備え、九州大学から福岡市教育委員会へ埋蔵文化財の調査
を依頼、平成24年12月より、福岡市教育委員会が、工学系地区より試掘調査
を実施中。

・平成25年9月まで約9ヵ月間の試掘調査で、工学系地区について、福岡市教育
委員会より、以下の審査結果が示されている。

○H25年9月までの埋蔵文化財の試掘調査で、工学系地区の審査結果は以下。

Ａ区（箱崎遺跡）・・・埋蔵文化財が確認されており、開発行為等を行う
際には発掘調査が必要

Ｂ区（箱崎遺跡）・・・埋蔵文化財が確認されていない地区

Ｂ区（元寇防塁）・・・埋蔵文化財が確認されていない地区

Ｃ区（元寇防塁）・・・埋蔵文化財は確認されていないが、建物の基礎
が浅いため、建物解体時の確認調査が必要

Ｄ区（包蔵地外）・・・埋蔵文化財は確認されていないが、砂丘が確認
されたため、建物解体時の確認調査が必要

箱崎遺跡は
南方から、
跡地内に
広がっている

包蔵地（①元寇防塁）

Ａ

包蔵地（②箱崎遺跡）

Ｃ区及びＤ区は建物の解体時等に、
試掘調査を進めていく地区。
（調査の結果、Ｂ区の扱いとなる可能
性がある。）

Ｄ

Ｃ Ｃ

ＢＡ区は開発行為時に発掘調査が必要と
なる地区。
（九大として、何らかの事業者負担の
軽減措置を検討中。）

Ｂ区は、埋蔵文化財が確認されて
いない地区。（包蔵地であり、開発
行為時の届け出 は必要。）

◆ 埋蔵文化財の調査、文化財の保存等の作業フローと役割分担イメージ
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◆ 埋蔵文化財の現状

◆ 箱崎キャンパス 埋蔵文化財関係図

◆ 埋蔵文化財の試掘等スケジュール

◆ 福岡市教育委員会からの審査結果（H25.10.15付）

包蔵地外

＜審査結果からいえること＞

○工学系地区

○その他地区

（更地化後）

発掘調査
開始

H24/12

試掘調査
開始

H25/10

試掘調査
開始

H25/10

審査結果
通知

※原則、九大が実施。
状況に応じて事業者が実施
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■ 箱崎キャンパス跡地利用上の課題への対応状況について ／ ③土壌汚染調査等の状況

◆ 土壌汚染調査等の現状

◆ 土壌汚染対策等のスケジュール

土壌汚染のおそれがあるエリア

土壌汚染のおそれが少ないエリア

土壌汚染のおそれがないエリア

公共桝

公共桝

公共桝

公共桝

理系キャンパス内の
主な排水設備

・土壌汚染調査については、平成２２年度に、簡易な地歴調査
（平成２３年３月時点）を実施。
指定調査機関が行った調査の結果によると、地歴や建物毎の特
定有害物質の使用等の履歴から、理系キャンパスについてほぼ
全域が土壌汚染のおそれがある もしくは おそれが少ないエリ
アとなっている。

・土壌汚染状況調査の対象には、排水管等排水設備も含まれる。
特定有害物質を使用等する施設からの排水が排水管に流入し続
ける限り、土壌汚染のおそれが継続しているとみなされるため、
重複した調査を行なわずに済むように、排水設備の切替え等が
必要となる可能性も有る。

・向後は、移転済の工学系地区から、地歴調査、土壌汚染調査を
実施していく予定であるが、理学系・農学系の移転進捗中での
土壌汚染調査となることから、随時、福岡市環境局と協議しな
がら、土壌汚染対策を実施していく予定。

◆ 土壌汚染対策の今後の作業フローと役割分担イメージ ← 九大 → ← 事業者 →

＜放射線管理区域の状況＞

・理系キャンパス内には、放射線管理区域が存在。

・受入れ施設となるＲＩセンターが、平成26年度までに伊都キャン
パスに設置されることが決まっており、理学系・農学系の移転の
進捗に合わせて、管理区域内の建物解体等実施していく予定。
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◆ 箱崎キャンパス 土壌汚染関係図（H23/3簡易地歴調査結果と排水経路イメージ）

○土壌汚染対策

○放射線管理区域対策

H23/3

簡易地歴
調査

H25/9

学内WG
設置

H32年度(予)

管理区域内の
建物解体等完了

H26/3(予)

地歴調査開始
（一部地区

のみ）

H26/6(予)

地歴調査完了
（一部地区

のみ）

← 九大or事業者 →

※原則、九大が実施。
状況に応じて事業者
が実施

H25/8

改正水濁法
に係る特定
施設届出


